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議員派遣結果報告書 

１ 名   称  第２回市町村議会議員特別セミナー 

２ 場   所 滋賀県大津市 全国市町村国際文化研究所（JIAM） 

３ 期   間 平成３０年８月２日（木）から３日（金）までの２日間 

４ 内容・成果 

講義 1 

豊かな長寿社会を将来世代に 慶応義塾学事顧問・慶応義塾

大学客員教授 清家篤 

日本は高齢化のスピードが速く、世界に類をみない。2025年

から 75 歳以上が急速にふえる。75 歳以上の方に有病率がふ

え社会保障費が膨らむ。2025年問題 

・高齢社会は成功の証であり高齢化を喜べる社会にすること

が大事だ。そのためには女性の就労率をたかめ高齢者の就労

の推進が必要だ。女性の就労率のたかい国は出生率もたかい

傾向にある。 

・就労を促進するための制度改革（公的年金制度、税制、雇

用制度） 

・医療介護の提供体制の重点化、効率化 

・社会的合意形成の必要（自助・共助・公助） 

 

講義 2 

地方行政を取り巻く状況と地域づくり 全国市町村国際文化

研修所学長 池田憲治 

・これから直面する人口減少と高齢化 

・人口減少下において満足度の高い人生と人間を尊重する社

会をどう構築するか 

・地方財政の現状と課題 

・最近の地域づくりの施策 

 1.地方への移住定住 

 2.地域おこし協力隊等 

 3.関係人口の創出等 

 4.シェアリングエコノミー 

 5.地域に暮らし続ける 

 6.過疎対策 

 

講義 3 

変化する地方行政とその対応 

京都産業大学法学部教授学長補佐 山田啓二 

・少子高齢社会の現実化、女性人口の本格的な減少 

・家族構成の変化による孤立化 

・住宅施策 



・非正規雇用の増加は何を意味する 

・ＩＯＴの発達は顔の見えない社会を作りだす 

・新しいソーシャルキャピタルの台頭（多様化と進化） 

・多様性をどう鳥まとめていくか 

 

講義 4 インクルーシブ社会に向けて パラアイスホッケー銀

メダリスト 永瀬充 

 

・バンクーバパラリンピック、アイスホッケー銀メダリスト

としてパラスポーツのアドバイザーを続けている 

・障害手帳の有無は関係ない。失われた物を数えるな残され

たものを最大限に生かせと全国どこでも公演活動をしている 

 

まとめ 

日本はすごい勢いで少子高齢化が進んでいる。現実をしっか

り認識した上で対策を考えたい。そのうえで清家教授の高齢

化を喜ぶ社会にとの呼びかけには新鮮な息吹を感じた。人口

減少・少子高齢化は孤立社会を招き、活力の低下安全の低下

を招いているとの指摘は的を射ていると思う。ソーシャルメ

ディアの台頭で知らないうちに新しい社会がかたちづくられ

ている。多様性をどう取りまとめていくかが課題になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
提出期限  平成３０年８月２０日 


